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令和４年度「伊達小学校 教育のまとめ」発刊にあたって 

伊達市立伊達小学校長 永 井   修 

 

 令和４年度の各種学校評価を受け、特徴

的だった点を以下に掲載します。次の項目

は、前年度より改善が見られた項目です。 

【児童による授業評価から】（改善） 
 

・具体物（絵、図、物等）を使った授業 

・授業中の考える時間の確保 

・安心して発表できる教室の雰囲気 

・教師によるアドバイスや相談の姿勢 

・黒板への分かりやすい記載 

・教師による称賛や励まし 

・タブレットを使った楽しい授業 
 

【保護者アンケートから】（改善） 
 

・悩みを相談できる学校の雰囲気 

・学校からの連絡・周知体制 

・GIGA スクール構想の推進 

・いじめや問題行動の防止 

・個に応じた適切な教育 
 

【教職員による評価から】（改善） 
 

・校内での数値目標の設定、徹底・継続 

・体育の授業改善の推進 

・先進的な道徳授業の実践 

・望ましい食習慣を育てる取組 

・服務規律の遵守 

・教育課程管理 

・教育実践に生かされる研修の推進 
 

 上記は、令和 3 年度までの学校評価結果

を受け、令和４年度の中で改善しようと取

り組んできたものであり、その成果は着実

に表れてきていることを実感しています。 

 

 一方、次のような点については、まだま

だ改善が必要な課題です。 

【児童による授業評価から】（課題） 

・教師の分かりやすい説明や問いかけ 

・授業における協働的な学習の改善 

・分かりやすく、なおかつ楽しい授業 

【保護者アンケートから】（課題） 

・家庭での学習時間（ゲーム等の時間多） 

・コロナ禍における教育活動の工夫 

・学校に対する子供の満足感 

・行事の時期・日課表 

・学力に結び付く授業 

・道徳教育の充実 

【教職員による評価から】（課題） 

・働き方改革の推進（超過勤務の削減） 
 

 新型コロナウイルス感染症の拡大防止に

ついては、「衛生管理マニュアル」に基づ

いて教育活動を実施して参りました。子供

たちにも、保護者の皆様にも窮屈な思いを

させてしまう場面もあり、心苦しいばかり

ですが、マニュアルの中でどれだけ子供た

ちのために工夫・改善ができるか、学校は

度重なる協議と工夫を重ねてきました。 

 一方、教職員にとっては、心身ともに健

康な状態で子供たちの前に立つための超過

勤務改善等、前進はしていますが、解決し

なければならない課題も山積しています。 

 各種学校評価結果をもとに、これまで当

たり前だった取組も抜本的に見直し、伊達

小に通う子供たちに質の高い教育を施すた

めの改善を進めて参ります。  

保護者・地域の皆様には、今後の改善方

策についてご理解を賜ることも多いと思い

ますが、子供も教職員も健康で持続可能な

学校とするために、より一層のご理解とご

協力を宜しくお願い申し上げます。 



学校関係者評価 改善計画
数値 結果と課題の説明 意見等 改善案

　新型コロナウイルス感染症
の感染防止に向けた取組が徹
底されているか。

（保）92.4%
（学）100%○

　新型コロナウイルス感染症
の防止対応における学校の教
育活動は適切だと感じられた
か。

（保）89.9%▼
（学）100%○

　挨拶や返事などの基本的生
活習慣の定着が、学校でも指
導され、その成果が表れてい
ると感じるか。

（保）84.2%▼

　健康や安全に対する習慣を
身に付け、たくましい体をつ
くる体制や指導がなされてい
ると感じるか。

（保）90.6%

　組織的な体育の授業も含め
た授業改善が進められている
か。

（学）91.9%

　学習改善プランおよび運動
能力テストにおける数値目標
達成に向けた実践が推進され
ているか。

（学）94.6%

　日常の授業は、学習内容の
確実な定着に結びついている
か。

（保）89.5%▼

　子供一人一人の状況を適切
に把握し、個に応じた適切な
教育や、保護者の願いを大切
にした特別支援教育に努めて
いると感じるか。

（保）92.8%
（学）89.2%▼

　教育活動全体を通した道徳
教育の充実が図られ、道徳性
を高める指導がされていると
感じるか。

（保）87.5%▼
（学）89.2%▼

　子供一人一人の理解に努
め、いじめや問題行動の防止
に努めているように感じる
か。

（保）88.0%▼
（学）97.3%○

　子供たちの意欲を引き出
し、過ごしやすい学級の雰囲
気をつくる工夫や指導がされ
ていると感じるか。

（保）93.6%
（学）91.9%

地
域
連
携

推
進

①小中連携の取組の推進
②地元高等学校との情報発信
③コミュニティスクールの活動深化
④地域の学びを発信する教育活動の展開（ふるさと教
育「だて学」の実践）

　小中連携の取組が推進され
ているか。（学習規律の確認
と定着、家庭学習強調週間の
実施、出前授業、小学校担任
による中学校への授業参観
等）

（学）89.2%▼

　中学校との授業交流を実施するととも
に、中学校区３校での協議を重ねてきた。
　だて学については、すずめ踊りやフィー
ルド学習を今後継続していく。

教
員
人
材
育
成

①師弟同行の徹底(あるべき姿を教師が率先して実施)
②ペア研修・ミニ研修の充実化
③特化された業務における推進チームを若手職員が率
先して業務運営
④分掌・学年との連携が強化された学校力推進委員会
の取組
⑤服務規律の確保

　教師としての自覚や使命感
をもち、熱心に子供の指導に
当たっているか。

（保）95.9%○
（学）94.6%

　教師としての自覚や使命感については、
保護者からの評価が非常に高く、励みと自
信につながった。
　教師自らの姿や行動が児童の手本になる
ことを今一度自覚し、今後も率先して示し
ていきたい。

働
き
方

改
革

①感染阻止、感染防止に向けた意識と健康管理
②情報のデジタル化による業務改善
③児童に向き合うための心の余裕の時間確保

　デジタル化による業務軽減
が推進されているか。

（学）97.3%○

　配付物の電子化や、勤務時間外の電話対
応等、保護者のご理解とご協力を得なが
ら、業務改善を着実に進めている。

・不登校の解消に向け
て適切な対応をお願い
したい。

・家庭、学校ともに、
道徳に関する評価が低
い。その要因と対策を
明らかにして指導にあ
たってほしい。

・小中連携強化と
「だて学」の充実及
びその基盤となる総
合的な学習の時間の
指導改善
・課題解決型の研修
の実施
・働き方改革におけ
る数値目標（45時間
以上超勤ゼロ）の達
成に向けたICT活用

令和４年度　伊達市立伊達小学校　学校評価表 令和４年度の主な課題　①学力・体力向上　②豊かな心の育成　③生活習慣改善　④地域連携推進　⑤教員人材育成　⑥働き方改革

自己評価・保護者評価
主な評価項目目標達成のための手立て重点目標学校教育目標

信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
・
学
校
力
向
上

　伊達市学力テストについては、「正答率
－目標値」−３pt以下としていた数値目標
を、５つの学年で達成することができた。
学習内容の定着が毎年着実に積み上げられ
ており、一層の授業改善を推進していく。
　運動能力テストについては、「長座体前
屈」と「上体起こし」は多くの学年で目標
を上回ったが、「50ｍ走」と「反復横跳
び」に課題が見られた。俊敏性を高める縄
跳びの運動を中心に次年度も継続していき
たい。
　特別支援教育については、一人一人の児
童の把握と、個に応じた適切な教育に今後
も努めていく。

　不登校傾向の児童が増加傾向にあるのが
課題である。児童の心に寄り添い、安心で
きる学級づくりとともに、保護者や関係機
関との連携を図ることで、改善に努めてい
く。
　日常的な道徳教育の充実は、保護者、学
校ともに90％を下回っており、課題と言え
る。集団づくりを通じて児童同士、児童と
教師の望ましい人間関係づくりに今後も一
層努めていく必要がある。

・生活習慣調査の実
施（学校評価アン
ケート実施に併せ
て）
・伊達小学校「４つ
の"あ"」の指導強化
・長期休業明けの生
活リズムチェックの
実施

　職員全員が高い意識をもち、マスク着
用、消毒、換気等、感染防止に向けた取組
を徹底して取り組んだ。
　今年は保護者参観のもとで入学式、運動
会、学芸会、参観日等を実施できた。保護
者に学校の様子を見ていただく貴重な機会
であることから、実施時期と感染対策に配
慮しながら、次年度も継続していきたい。
　「生活リズムチェックシート」「家庭学
習強調週間」等の取組を定期的に実施する
ことで、児童・家庭に対して、望ましい生
活習慣に対する意識づけが図れてきている
と感じる。家庭と連携をとりながら、今後
も継続していきたい。

・あいさつや返事な
ど、基本的な生活習慣
は学校の指導だけでは
育っていかない。その
素地は家庭教育にある
ことをしっかりと学校
から発信し、理解を得
ながら指導していくこ
とが必要ではないか。

・確かな学力の定着に
結び付く授業改善を期
待したい。

・体力について、特に
「５０m走」が深刻な課
題と感じる。車による
登下校の送迎が年々増
えており、子供の体力
の減少の一因になって
いるのではないか。歩
きでの登下校の推進を
一層呼びかける必要が
あると考える。

※評価規準　肯定評価が９０％未満を「▼」、95％以上を「○」で表記しています。（保）⇒保護者評価　（学）⇒学校の自己評価

「

体
」

健
康
・
体
力

「

知
」

確
か
な
学
力

「

徳
」

豊
か
な
人
間
性

①感染防止に対する意識・行動の徹底化
②家庭学習習慣化と内容充実(学年×10分＋10分)
③Chromebookを使用した生活リズムチェック
④給食残食量減の取組

①組織的な体育の授業も含めた授業改善の推進
②改善プランおよび運動能力テストにおける数値目標
達成に向けた実践
→・伊達市学力テスト…「正答率－目標値」−３pt以下
　・運動能力テスト…「上体起こし」「長座体前屈」
　　「反復横跳び」で全国平均を上回る
③「主体的・対話的で深い学び」の充実と「個別最適
な学びと協働的な学び」の実現
④特別支援教育の充実および通級学級（ことばの教
室）の充実
⑤早期での児童の実態及び状況把握や教育相談
⑥小学校在学時だけではなく、中学校および高等教育
卒業後を見据えた進路指導の充実
⑦交流学級との連携や校区内３校との連携を図った特
別支援教育

①「積極的な生徒指導」の推進(いじめ、不登校の防
止・解消に向けた早期・長期対応)
②教科化による先進的な道徳授業の推進
③授業以外での日常的実践活動の充実により道徳性を
高める

生
活
習
慣
改
善

学
力
・
体
力
向
上

豊
か
な
心
の
育
成

「正しく」
ものの観方、考
え方が正しく、
創造性豊かな子

「朗らかに」
勤労を愛し誠意
をもって仕事に
あたる明るい子

「強く」
心身ともに健康
で、北方に逞し
く生き抜く子

・ICTを有効活用した
授業改革（個別最適
な学びと協働的な学
びの実現）
・市学力テスト結果
に基づいた課題解決
策の明確化
・体力テスト結果に
基づいた課題解決
（特に走力）
・個に応じた特別支
援の充実
　

・不登校対策委員会
での個別のケース協
議による対応の充実
・学校の教育活動全
体を通した道徳教育
の充実に向けた校内
研修

・電話対応時間や情報
発信方法など、働き方
改革を意識した取組が
目に見える形で伝わっ
ており、学校現場の変
化が感じられる。
・業務改善が進められ
る中で、職員のストレ
スや負担感などはどう
変化しているか。先生
が元気でいることが子
供たちのために大切で
ある。後継者育成の意
味でも、魅力ある職場
づくりを今後期待した
い。



Ⅱ 保護者アンケート結果 後期 R４ １２月実施 回答率６３．７％ 
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【保護者アンケート質問項目】 

１ 感染防止の取組の徹底       10 学力に結び付く授業 

２ コロナ禍における教育活動     11 GIGA スクール構想の推進 

３ 学校に対する子供の満足感     12 道徳教育の充実 

４ 学力・体力・豊かな心の育成    13 基本的生活習慣の指導 

５ 教職員の熱意・使命感       14 いじめや問題行動の防止 

６ 悩みを相談できる学校の雰囲気   15 個に応じた適切な教育 

７ 学校からの連絡・周知体制     16 安心感のある学級経営 

８ 安全指導・安全対策        17 健康でたくましい体を作る指導 

９ 行事の時期・日課表        18 校舎内外の環境 



保護者学校評価 肯定評価（Ａ＋Ｂ）・否定評価（Ｃ＋Ｄ） 前年度との比較 
№ 項目 選択肢 R3 R4 R4 肯定評価（A＋B） 

R4 否定評価（C＋D） 
肯定評価 
前年度比 

１ 感染防止の取組の 
徹底 

Ａ 48.4% 42.8% 92.4% 
-1.1 Ｂ 45.1% 49.6% 

Ｃ 4.9% 6.8% 7.6% 
Ｄ 1.6% 0.8% 

２ コロナ禍における 
教育活動 

Ａ 54.1% 47.8% 89.9% 
-2.8 Ｂ 38.6% 42.1% 

Ｃ 5.3% 8.6% 10.1% 
Ｄ 2.0% 1.5% 

３ 学校に対する子供の 
満足感 

Ａ 42.7% 38.4% 86.5% 
-4.6 Ｂ 48.4% 48.1% 

Ｃ 7.7% 10.5% 13.5% 
Ｄ 1.2% 3.0% 

４ 学力・体力・ 
豊かな心の育成 

Ａ 33.7% 28.2% 87.6% 
-2.6 Ｂ 56.5% 59.4% 

Ｃ 9.3% 11.3% 12.4% 
Ｄ 0.4% 1.1% 

５ 教職員の熱意・ 
使命感 

Ａ 56.9% 51.1% 95.9% 
0 Ｂ 39.0% 44.8% 

Ｃ 3.7% 3.0% 4.1% 
Ｄ 0.4% 1.1% 

６ 悩みを相談できる 
学校の雰囲気 

Ａ 47.2% 46.6% 88.7% 
0.8 Ｂ 40.7% 42.1% 

Ｃ 9.8% 9.8% 11.3% 
Ｄ 2.4% 1.5% 

７ 学校からの連絡・ 
周知体制 

Ａ 48.8% 51.8% 92.4% 
1.7 Ｂ 41.9% 40.6% 

Ｃ 8.5% 6.5% 7.6% 
Ｄ 0.8% 1.1% 

８ 安全指導・安全対策 Ａ 47.2% 50.4% 94.0% 
1.3 Ｂ 45.5% 43.6% 

Ｃ 6.9% 5.6% 6.0% 
Ｄ 0.4% 0.4% 

９ 行事の時期・日課表 Ａ 44.7% 42.5% 93.2% 
-1.9 Ｂ 50.4% 50.7% 

Ｃ 4.1% 6.0% 6.8% 
Ｄ 0.8% 0.8% 

10 学力に結び付く授業 Ａ 35.4% 39.1% 89.5% 
-2.0 Ｂ 56.1% 50.4% 

Ｃ 8.1% 9.4% 11.5% 
Ｄ 0.4% 1.1% 

11 GIGA スクール構想の 
推進 

Ａ 48.4% 47.0% 91.8% 
1.5 Ｂ 41.9% 44.8% 

Ｃ 7.7% 7.1% 8.2% 
Ｄ 2.0% 1.1% 

12 道徳教育の充実 Ａ 34.6% 30.4% 87.5% 
—2.0 Ｂ 54.9% 57.1% 

Ｃ 9.8% 11.7% 12.5% 
Ｄ 0.8% 0.8% 

13 基本的生活習慣の 
指導 

Ａ 28.9% 30.1% 84.2% 
0.4 Ｂ 54.9% 54.1% 

Ｃ 9.8% 13.9% 15.8% 
Ｄ 0.8% 1.9% 

14 いじめや問題行動の 
防止 

Ａ 35.8% 36.1% 88.0% 
1.8 Ｂ 50.4% 51.9% 

Ｃ 13.0% 10.9% 12.0% 
Ｄ 0.8% 1.1% 

15 個に応じた適切な 
教育 

Ａ 39.0% 38.7% 92.8% 
3.4 Ｂ 50.4% 54.1% 

Ｃ 8.9% 5.3% 7.2% 
Ｄ 1.6% 1.9% 

16 安心感のある学級経営 Ａ 43.1% 43.2% 93.6% 
—1.5 Ｂ 52.0% 50.4% 

Ｃ 4.5% 4.9% 6.4% 
Ｄ 0.4% 1.5% 

17 健康でたくましい 
体を作る指導 

Ａ 37.0% 35.3% 90.6% 
—1.3 Ｂ 54.9% 55.3% 

Ｃ 7.7% 8.3% 9.4% 
Ｄ 0.4% 1.1% 

18 校舎内外の環境 Ａ 26.8% 32.0% 85.0% 
0.1 Ｂ 58.1% 53.0% 

Ｃ 13.0% 13.5% 15.0% 
Ｄ 2.0% 1.5% 

 



Ⅲ 保護者アンケート自由記述と回答  

 

感
染
防
止
の
取
組 

【ご意見】 

・学校内でコロナ感染者が出た場合知らせて頂けると助かります。クラスまで表示しなくてい

いので、知らせて頂くことでより一層子どもの体調の変化に気を配りやすくなると思います。 

・コロナ感染対策として、学校以外での交流(少年団、習い事等)もあるので、学年、学級閉鎖

があった場合は該当学年以外にも知らせて欲しいと思います。職員に陽性者が出た場合も同

様に、担当学年等は知らせて欲しいと思います。 

・コロナ感染状況をもっと全家庭にお知らせしていただきたい。 

・給食中のおしゃべりについて、そろそろ解禁されそうですが、これからもしばらくの間は黙

食を続けてもらえると安心します。 

・手指消毒により手荒れがひどいです。アルコールの入っていない消毒液を用意してほしいで

す。 

・いつも子供達へのご指導をありがとうございます。アンケート１、２に関しまして未曾有の

状況の中、ご尽力をいただきありがとうございます。コロナ禍も２年程続く中で状況も変わ

ってきているようです。専門家の中でも対策については意見が分かれるので、判断が難しい

場面もありますが、海外の様子を見ていると、日本のこども達も一日も早くマスクを外して

のびのびと過ごし、健やかな社会の中で過ごせる日が来るようにと願います。引き続き状況

に応じて対策が少しずつでも緩和できるようご検討いただけたらと思っております。 

【学校から】 

コロナ感染や学級閉鎖についての周知については、次の通りとします。 

・児童の感染については、都度周知致しません。 

・職員が陽性の場合は、全家庭周知を基本とします。 

・学級・学年閉鎖となった場合は、全ての家庭にお知らせします。 

  

 新型コロナ対応については、今後の状況に応じ、通知等に基づき対応していきます。 



コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
教
育
活
動 

【ご意見】 

・コロナで規制も多い中、学芸会や参観日も時間差で行ってくれてありがとうございました。

子供達の頑張りが見られて嬉しかったです。 

・参観日の時間制限は少し改善して欲しい所。３日間のうちの１日 15 分１回のみは、残念な気

分になるので、３日間のうちに、どの日でも来て良いけど、15 分で。それだと、コロナ対策

も出来て人の流れも出来るし換気にもなるのでは？と。ただ、子供達の気が散るかも知れな

い…。 

・参観日を１時間見られるようにしてほしい。運動会や学芸会を土曜日にしてほしい。 

・２年生はクラスの人数が多く、授業参観には向かないと思います。授業参観は今後もやって

いただきたいので、コロナ前に決まっていたであろう１クラスの人数制限を少なくして、も

っと余裕のあるクラスにはできないでしょうか？ 

・参観日で見ていて教室がものすごく窮屈に感じます。コロナ禍では３学級でもよかったので

はないかと思っています。柔軟な対応決断もまたこのコロナ禍ならではないでしょうか。枠

にハマらず外れてすぎず柔軟な対応お願いします。  

【学校から】 

感染対策を講じながら、運動会などの行事や参観日など、保護者の方にお子さんの活躍を生

で見ていただく機会を多く設定することができました。大規模校であり、様々な制約が必要な

中でしたが、学校としても少しでも見ていただく機会をと考え、実施については検討や準備を

重ねてきました。ご理解とご協力に感謝申し上げます。 

参観時間の制限については、近隣の学校とも調整したうえで設定していきます。 

運動会や学芸会の開催日については、感染状況や国の衛生管理マニュアルに基き、土曜日開

催の可能性を含めて検討していきます。 

１学級の人数については、公立義務教育諸学校の学級編制及び教職員定数の標準に関する法

律に基づいて編制することとなっていますので、ご理解をお願いします。 

学
校
に
対
す
る
満
足
感 

【ご意見】 

・日頃よりお世話になり、ありがとうございます。未だ制限のある学校生活ですが、その中で

も楽しみを持って過ごせている事、感謝しております。 

・毎日学校であった出来事を話してくれます。勉強面では理解できないまま進んでしまってい

て不安があります。学校生活は楽しんでいます。 

【学校から】 

子供たちが毎日安心して、楽しく学校に通えることを一番に考えております。今後もそのよ

うな学校・学級づくりを目指していきます。 

生
き
る
力
の
育
成 

【ご意見】 

・夏休みや冬休みに補習をしてほしいです。 

・ICT 教育が進むのは時代の流れなのかなと思いますが、相手の考えを推し量って聞く力や会

話力、自分の気持ちや考えを言葉や文章にする力など、基本的な人間力が低下している気が

します。久しぶりの参観で板書を黙々と丁寧に書き写す姿を見て、素晴らしいなと感じまし

た。小学校以降の学習のためにも、今後も引き続き読み書きの学習を大切にして欲しいです。

家庭でも家族の会話を大切にしていきたいと思います。 



【学校から】 

確かな学力を定着させるために、今後も指導・授業改善に努めてまいります。 

学期末のまとめや復習の時間を充実させることで、今後も学力向上を図っていく予定です。 

教
師
と
し
て
の
使
命
感 

【ご意見】 

・兄弟でお世話になっていますが、お二人の先生共に、熱心にご指導いただき、本当に感謝し

ています。 

・休みの日もクロムブックで授業に参加させてもらえたり、子どものことを気にかけて動いて

くださったりしている事がこちらにも充分に伝わるので、いつも感謝しかありません。担任

の先生には特に感謝しています。 

・子供の話から教師として適切ではない発言や言葉がけがあるように思います。先生も間違え

あると思いますので、先生同士の学びや先生への指導がもっと必要ではないでしょうか。 

【学校から】 

教師としての使命感についてはアンケートでも肯定的な評価が多く、大いに自信、励みとな

りました。 

一方、発言についてのご指摘もありましたので、教師自らの姿や行動が児童の手本になるこ

とを今一度自覚し、今後も正しい姿を示していけるよう、努めてまいります。 

情
報
発
信 

【ご意見】 

・お世話になっています！通信簿のコメントがなくなったのが、少し寂しく思っていましたが、

先生が普段の様子や写真、コメントをお手紙などで詳しく知らせてくれて、ものすごく楽し

ませてもらっています。 

・活動の動画配信は保存や転送が出来ないので、もう少し閲覧期間を長く設定して欲しいです。 

・マチコミメールの配信は便利ですが、緊急時に配信する場合には、児童の安全を守るために

も、確実に連絡が伝わっているか学校側で開封確認をする必要があると思います。 

・お便りの連絡をもっとわかりやすく書いていただけるとありがたいです。例えば、先日の参

観日は３日間のうち３日間とも行っても良かったとはわかりませんでした。他の授業も見た

かったです。行事に限らず保護者からの問い合わせがあった場合は、保護者全体が周知でき

るようマチコミで構いませんので、早めに情報を流して頂けると助かります。  

・行事の予定周知が遅く、仕事の都合がつけられない時が多くあります。 

【学校から】 

動画配信については、現在までに大きな問題の声はなく、保護者の皆様にもルールに沿った

上で利用していただいております。閲覧期間については、配信 URL の転送などがない限り、今

よりも長く設定することも検討いたします。 

マチコミ連絡について、確認を要するものについては、開封確認の形式で送付いたします。 

参観日については、来校日を保護者が選択して来ていただくことのお願いはしておりました

が、兄弟関係等で複数日になる家庭もあることから、参観回数までは記載しませんでした。ご

意見を参考に、分かりやすい連絡となるよう改善してまいります。 



教
育
活
動
の
内
容
や
実
施
時
期 

【ご意見】 

・こいのぼり集会やなわとび集会等、保護者が参加できる行事がある時はできるだけ行きたい

ので、１か月前には知らせていただけると助かります。 

・アイディアとかではないのですが…授業参観、懇談、縄跳び発表会と仕事を休んだりしなけ

ればいけない行事が１ヶ月のうちにありすぎだと思います。出来れば全部行きたいと思って

いるのですが何度もお休み等取るのは難しいので、もう少し分散してほしいです。 

・今月は参観日や懇談会等学校に行く日が重なり、仕事の都合がつかないこともあるのでもう

少し分散させて欲しいです。 

・行事が意外と多いかなと感じます。保護者としては子どもの学校の様子を見られる機会とし

て有り難いのですが、子どもたちの中では負担になる子どもたちもいると思います。 

【学校から】 

昨年度や今年度前期までの保護者の皆様からのご意見を基に、参観機会を可能な限り増やし

てまいりましたが、今後はご意見を参考に、参観機会については改めて見直すことも検討する

ことといたします。(教育課程上、全てを来校しやすい時期に分散することは困難なため) 

日
常
の
授
業 

【ご意見】 

・他校では、宿題の丸つけを、お友達とプリントを交換して、先生と生徒同士でやっているよ

うです。たまに、そんな日があると、やらなきゃ感がでて、気が引き締まる気がします。 

【学校から】 

ご意見ありがとうございます。今後の指導の参考にさせていただきます。 

GIGA

ス
ク
ー
ル
の
推
進 

【ご意見】 

・クロムブックを使った授業で、ブラインドタッチが難しい場合、音声言語を使えるようにす

るとかなり助けになると思います。 

【学校から】 

GIGA スクール構想のもとで昨年度から導入された一人一台端末については、効果的な活用方

法をはじめ、職員間でも日々研修を積み重ねているところであります。それぞれの学年でどの

ような技能を身に付けるのかなど、情報活用能力の指導計画を今年度中に見直すこととしてい

ます。 

い
じ
め
・
問
題
行
動 

【ご意見】 

・お世話になっております。友人関係で悩む事が増えています。友人を叩いたり意地悪をする

子の事を、先生に報告したりするとやり返される、こっちが悪者にされるからと、見過ごす

事や何も出来ないことがクラスで散見されるようです。罪悪感からか、何もできず悩んでい

る話をよく聞きます。先生は注意をしてくださるようですが、当事者には言っても無駄なの

か意味もないようで…。悩むだけ無駄だから、そんな人はほっといたら？いずれ困るのは自

分だし。と言いたいのですが、子供の友人を大切に思う気持ちは大切にしたいので言葉選び

に苦慮しています。 

・どんどんイジメが多くなっており、問題行動を起こす子が増えているように感じます！ 



【学校から】 

いじめについては、どんな理由があっても許されないという確固たる姿勢で、これまでも、

これからも指導を進めていきます。 

学校でも真正面からしっかりと向き合い、社会性が身に付くよう対応していきます。一方、

ケースによっては学校だけでの対応が難しいことがあります。家庭にお伝えする場合もありま

すが、全てはお子さんの健全な育成のためと考えておりますので、今後も家庭と学校で連携し

て対応していけるようご協力をよろしくお願いします。 

なお、コロナの影響もあり、学校でのお子さんの様子が見えにくい状況もありました。行事

等参観の機会を増やしたり、懇談会等でお子さんの様子を伝えたりしていきたいと考えていま

す。 

お子さんのことで気になることがありましたら、学校まで気軽にご連絡ください。担任に話

しにくいことがあれば、管理職、主幹教諭等で対応いたします。 

特
別
支
援
教
育 

【ご意見】 

・学校規模が大きいため、特別支援教育に携わる教職員数を増やしていただけると、個別支援

がさらに行き届くのではないかと考えます。 

【学校から】 

教職員定数の標準に関する法律に従って配置されておりますが、今後も校内で可能な範囲で

特別な支援を進めていけるよう対応を検討して参ります。 

学
級
の
雰
囲
気 

【ご意見】 

・クラスの雰囲気がよく子供は每日学校に行くのを楽しみにしています。先生には前向きに引

っ張って頂き、きめ細やかな対応をして頂いており大変感謝しております。 

【学校から】 

担任にとって大変励みになるお言葉をありがとうございます。繰り返しになりますが、子供

たちが毎日安心して、楽しく通える学校・学級づくりを目指してまいります。 

校
舎
内
外
の
環
境 

【ご意見】 

・建て替え工事中ですが、校舎全体が明るくなることで、子供達自身も明るく健やかに過ごせ

ることを願っています。 

【学校から】 

今年度、来年度の工事期間中は児童、保護者の皆様にはご迷惑をおかけしますが、よろしく

お願いいたします。 



そ
の
他 

【ご意見】 

・学校に行く機会が少ない中で答えにくい質問が多いです。質問内容が詳しいと当てはまるも

のもあるけれど、当てはまらないものもあるので… 担任の先生のご指導には色々考えていた

だき感謝しております。 

・いつも思うのが、アンケートに名前の記入が必要なのかです。任意でもなく、必須が多いで

すし。 

・絵の具、書道道具の持ち帰りについて学校で洗って帰って欲しいと思います。 

・１年生ですが、せいかつやおんがく、ずこうなどの教科書は置いていっていいのではないで

しょうか？毎日毎日かなり重たいランドセルを 30分かけて歩いて学校へ登下校しています。 

近隣の小学校では国語算数以外は置いてっていいそうです。前もこの件をお伝えしましたが

改善がなく、がっかりしています。子供たちのためにも早めの改善、対策をお願いします。 

・文句なし。 

【学校から】 

 お忙しい中、毎年保護者アンケートにご協力いただきありがとうございます。いただいた意

見をもとに、学校改善に役立てて参ります。設問の中には回答が難しいものもあると承知して

おりますが、学校の様子を見ていただく機会も少しずつ増えてきていることから、引き続きご

協力をよろしくお願いいたします。 

絵の具や書道道具は、校内の洗い場が限定されるため、家庭でお願いすることをご理解くだ

さい。 

学級閉鎖時はクロムブックなどを持ち帰ることもあることから、あらためて学習用具の持ち

帰り（置き勉）については検討いたします。 

 

 

 

 

 

 

以上、全てのご意見に対して回答することはできませんでしたが、皆様からのご

意見やアンケート結果をもとに、令和５年度の学校づくりに生かしてまいります。 

ご協力、ありがとうございました。 
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１ 先生の説明や質問は、わかりやすい。

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない 思わない

78.2%

74.6%

18.2%

21.6%

2.8%

2.8%

0.8%

1.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

後期

前期

２ 先生は、写真や絵、図や道具などを使って、

わかりやすい学習になるように工夫している。

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない そう思わない

73.9%

69.1%

20.7%

25.3%

4.5%

4.0%

0.9%

1.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

後期

前期

３ 授業中は、ゆっくりと考えたり、

問題を解決したりするための時間があった。

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない そう思わない
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４ 授業では、友達と協力して考えたり、

問題を解決したりするための時間があった。

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない そう思わない
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５ 自分の考えを安心して発表することができ、

友達や先生が、しっかりと聞いて認めてくれる。

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない そう思わない
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６ 先生は、私たちが考えに困ったり、悩んだりしているとき、

教えてくれたり、励ましてくれたりする。

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない そう思わない
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７ 黒板には、授業のはじめに「学習課題」や「めあて」、

最後には「まとめ」を分かりやすく示してくれる。
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

後期

前期

８ 先生は、できた時にはほめてくれて、やる気が出る。

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない そう思わない

62.6%

67.1%

26.7%

23.4%

7.5%

5.9%

3.2%

3.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

後期

前期

９ 授業はわかりやすくて、楽しい。

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない そう思わない

81.8%

81.4%

14.7%

13.4%

2.4%

3.4%

1.1%

1.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

後期

前期

１０ 授業やオンライン学習で、Chromebookを使って

楽しく学習できた。

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない そう思わない



 

 

●全国・目標値との平均正答率の比較                              

※目標値～学習指導要領に示された内容について標準的な時間をかけて学んだ場合、設問ごとに正答できることを期待した児童・生徒の割合を示したもの 

【国語】↑～上回っている ↗～やや上回っている ≒～同程度 ↘～やや下回っている ↓～下回っている 

学  年 全国平均正答率 
伊達小 

～全国との比較 
目標値 

伊達小 

～目標値との比較 

１  年 ７８．６ ↓ ７４．３ ↘ 

２  年 ７９．８ ≒ ７７．１ ↗ 

３  年 ６９．１ ↓ ６６．０ ≒ 

４  年 ６９．２ ↓ ６６．７ ↘ 

５  年 ７１．７ ≒ ６９．０ ↗ 

６  年 ６９．６ ↘ ６７．１ ≒ 

【算数】↑～上回っている ↗～やや上回っている ≒～同程度 ↘～やや下回っている ↓～下回っている 

学  年 全国平均正答率 
伊達小 

～全国との比較 
目標値 

伊達小 

～目標値との比較 

１  年 ８６．０ ↘ ８１．５ ↗ 

２  年 ７１．３ ↗ ７０．９ ↗ 

３  年 ７１．６ ↘ ７０．０ ≒ 

４  年 ６７．２ ↓ ６４．６ ↓ 

５  年 ７０．４ ↘ ６８．７ ↘ 

６  年 ７４．１ ↘ ６９．７ ↗ 

【理科】↑～上回っている ↗～やや上回っている ≒～同程度 ↘～やや下回っている ↓～下回っている 

学  年 全国平均正答率 
伊達小 

～全国との比較 
目標値 

伊達小 

～目標値との比較 

４  年 ７３．９ ↓ ７１．５ ↓ 

５  年 ７６．１ ↑ ７２．３ ↑ 

６  年 ７１．２ ↑ ６７．７ ↑ 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ Ｒ４ 伊達市学力テスト結果 令和４年１２月実施 



●調査からみられる特徴及び傾向        

【１年生】 

国語は、全国平均正答率を下回る結果となりま

した。特に、問題内容では「文しょうをかく」な

どの「書くこと」、領域では「主体的に学習に取り

組む態度」に課題が見られます。 
 

算数は、全国平均正答率をやや下回る結果とな

りました。特に、問題内容では「かたち」など、

「図形」の学習に課題が見られます。 
 

 

【２年生】 

 国語は、全国平均正答率とほぼ同程度の結果と

なりました。おおむね良好な状況と言えますが、

「文しょうを書く」などの「書くこと」の領域に

課題が見られます。 
 

 算数は、全国平均正答率をやや上回る結果とな

り、おおむね良好な状況です。 
 

 

【３年生】 

国語は、全国平均正答率を下回る結果となりま

した。特に、問題内容では「文章を書く」「漢字を

書く」などの「書くこと」に課題が見られます。 
 

 算数は、全国平均正答率をやや下回る結果とな

りました。特に、問題内容では「わり算」「長さ・

重さ」、領域では「測定」に課題が見られます。 
 

 

【４年生】 

 国語は、全国平均正答率を下回る結果となりま

した。特に、問題内容では「文章を書く」「漢字を

書く」、領域では「書くこと」に課題が見られます。 
 

 算数は、全国平均正答率を下回る結果となりま

した。特に、問題内容では「小数」「わり算」、領

域では「図形」に課題が見られます。 
 

 理科は、全国平均正答率を下回る結果となりま

した。特に、問題内容では「月と星」「物の体積と

力」、領域では「生命・地球」に課題が見られます。 
 

 

【５年生】 

 国語は、全国平均正答率とほぼ同程度の結果と

なりました。おおむね良好な状況と言えますが、

「文章を書く」などの「書くこと」の領域に課題

が見られます。 
 

 算数は、全国平均正答率をやや下回る結果とな

りました。特に、問題内容では「分数のたし算・

ひき算」「図形の角」、領域では「図形」に課題が

見られます。 
 

 理科は、全国平均正答率を上回り、たいへん良

好な状況です。 

 

 

 

【６年生】 

 国語は、全国平均正答率をやや下回る結果とな

りました。特に、問題内容では「漢字を書く」、領

域では「我が国の言語文化に関する事項」に課題

が見られます。 
 

 算数は、全国平均正答率をやや下回る結果とな

りました。特に、問題内容では「文字と式」、領域

では「変化と関係」に課題が見られます 
 

 理科は全国平均正答率を上回り、たいへん良好

な状況です。 

 

●結果を受けての改善点として         

 今回の結果を受けて、個に応じた丁寧な指導を

基本としながら、学級・学年、そして学校全体の

傾向を把握し、次のような学習指導改善に努めて

まいります。 
 

【国語】 

◎「適切に書く力」の向上 

 指定された長さや条件で文章を的確にまとめ

たり、資料や文章から読み取ったことを適切にま

とめたりするなど、書く活動を授業でも大切にし

ていきます。 

また、漢字の読み書きを確実に習得させ、文章

の中で適切に用いることができるよう指導して

いきます。 
 

【算数】 

◎「計算力」の向上 

 計算の力がほぼすべての学年に共通する課題

となっています。計算の仕方やきまり、意味をし

っかりと押さえ、見積もったり正確に計算したり

できるような活動を大切にします。 

また、ICT 機器や伊達っ子チャレンジテストを

活用しながら「わかった」「できた」「楽しい」を

実感できる算数の授業づくりに努めていきます。 
 

【理科】 

◎科学的な知識を基にした思考力・表現力の育成 

 観察・実験などの科学的な体験を充実させ、知

識の定着を図るとともに、科学的な知識を基に考

えたことや分かったことを整理・交流する時間を

適切に設定し、科学的な思考力や表現力を育てて

いきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 家庭での学習習慣の確立、ゆとりある生活リズムの

定着など、ご家庭の協力をいただきながら、学力の向

上を目指して、今後も授業改善に努めてまいります。 



Ⅵ 
Ｒ４全国学力・学習状況調査 

調査結果 

令和４年４月実施 

 

１ 調査の概要                                     

 

 （１）対象児童  第６学年児童 

 （２）教  科  国語科、算数科、理科 

 （３）質 問 紙  生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査 

 

 

 

２ 本校の結果 「全国・北海道・伊達市との平均正答率の比較」      

 
本校の結果 

～全国と比べて～ 

全国平均正答率 

（公立） 

北海道平均正答率 

（公立） 

伊達市平均正答率 

（小学校） 

国語  65.6 64.4 63.5 

算数  63.2 61.1 59.3 

理科  63.3 62.9 63.5 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

※「本校の結果」欄の矢印は、本校の平均正答率と全国の平均正答率の差を表しています。 

↑～上回る ↗～やや上回る →～同程度 ↘～やや下回る ↓～下回る 

 



３ 調査からみられる傾向および課題      
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
４ 結果を受けての改善点    

 

今回の結果は、調査を実施した６年生の結果としてと

らえるものではなく、６年間の教育の積み重ねとしてと

らえ、各学年での指導について改善と充実を図ることが

大切であると考えています。 

本校では、今回の結果から明らかになった課題に対し

て、次の改善策や手立てを実践しながら、児童の学力向

上に向けて取り組んでいきます。 

 

 

 

 

――――――――学校で―――――――― 
 
【国語】 

 

 

 
上記を目指し、国語科の授業だけではなく、各教科

等の学習での言語活動を通して充実を図ります。特に、

「漢字の書き取りと、日常使用」について家庭学習と

も連携して継続していきます。 

 

【算数】 

 

 

 
 上記を目指し、今後も、正しく計算できることなど

の基礎的な知識・技能の定着を図ります。 

 そのために、「問題を解く」などのアウトプットを

意識した授業づくりを充実させていきます。 

 また、図や式、言葉などを用いて相手に伝わるよう

に表現する力の向上を図ります。 

 

【理科】 

 

 

 

 上記を目指し、今後も生活科や理科の学習で、実

体験を伴った理解ができるよう授業改善に努めま

す。その中で、科学的な知識を基に、考えたことや

分かったことを整理・交流する時間を適切に設定

し、科学的な思考力や表現力を育てます。 

 
【授業全般】 

 

 

 
 「理解が深まる授業」のため、学習内容を確実に

定着させ、その内容を活用しながら主体性をもって

学習に臨むことができる授業改善に努めます。 

 また、Chromebook などの ICT 機器や伊達っ子チ

ャレンジテストの活用を通し、日々の授業で「わか

った・できた・たのしい」を実感し、学習への意欲

をさらに高めていけるようにします。 

 

――――――――ご家庭で―――――――― 
☆自分で計画を立て、家庭で学習を 

 目安の時間は「学年×10 分＋10 分」です。 

 継続的に何に取り組んで家庭学習を継続するのか、

ご家庭でご確認ください。 

☆ゆとりある生活リズムを 

 ゲーム・動画視聴にかける時間が、伊達小に通う子

供たちの家庭では全国と比べてかなり長いのが大きな

課題です。段階的な「短時間化」に向け、見直しをお

願いします。 

☆親子で「読書」を 
 読書を通した親子のコミュニケーションの中で、語

彙や言葉の選択肢も増えるなど、学習面の効果が期待

できます。デジタルデトックスをし、親子で一緒に読

書の時間をとってみてください。 

【国語】 
平均正答数では、全国と 1問以内の差。 

□成果 

 「読む」（叙述を基にして読み取れる） 

■課題 

 「漢字」（正しく書けていない） 

 「話す・聞く」（質問する力、話の中心を聞く力） 

【算数】 
平均正答数では、全国と 1問以内の差。 

□成果 

 「図形」 

■課題 

 「変化と関係」（グラフ、割合、比例など） 

【理科】 

全国平均と同程度。 

□成果 

 「エネルギー」領域 

■課題 

 「実験に関する知識・技能」（目盛りの読取など） 

 「情報を分析・解釈し、考えを記述」 

【児童質問紙】 
～全国平均と開きが大きかったものを抽出～ 

□全国比で肯定的評価が高い項目 

 ・自然の中で遊ぶことや自然観察経験 

・授業での PC・タブレットなどの ICT 機器使用 

・学級の友達と話し合う活動の充実 

・学級の話合いを生かして、今、自分が努力すべ

きことを決めて取り組む 

 

■全国比で肯定的評価が低い項目 

 ・今住んでいる地域の行事に参加しているか 

・家で、自分で計画を立てて勉強をしているか 

・算数の問題の解き方が分からないときは、あき

らめずにいろいろな方法を考えるか 

・国語の授業で学習したことは、将来、社会に出

たときに役に立つと思うか 

・理科の授業で、観察や実験の結果から、どのよ

うなことが分かったのか考えているか 

話し手が伝えたいことや自分が聞きたいことの

中心を捉える力や、漢字を正しく使う力の向上 

 

基礎・基本となる計算力と 

思考力・判断力・表現力の育成 

「生きてはたらく科学的な知識」 

を基にした知識・技能 

「わかった・できた・たのしい」から 
「やってみたい」へつながる授業 



Ⅶ Ｒ４ 体力テストの結果 令和４年６月実施 

５年生対象の「令和４年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査(新体力テスト)」にあわせ、全

学年で実施しました体力テストの分析結果をお知らせします。 

１・２年生は、「上体起こし」「長座体前屈」「反復横跳び」「５０m 走」「立ち幅跳び」「ソフト

ボール投げ」の６種目。３年生以上は、「握力」「２０m シャトルラン」の２種目を加えた８種目

で実施しています。 

【体力テスト結果 学年男女別】

※数値は全国平均を５０として、伊達小の平均がどれくらいかを表したグラフです。 

１年生男子                  １年生女子             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２年生男子                  ２年生女子             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

38.0
40.0
42.0
44.0
46.0
48.0
50.0
52.0
54.0
56.0

上体起こし（筋持久

力）

長座体前屈（柔軟

性）

反復横跳び（俊敏

性）

５０m走（走力）

立ち幅跳び（跳力）

ソフトボール投げ

（投力）

伊達小 全国平均

47.34 

51.85 

47.39 

46.41 

56.18 

40.34 

上体起こし

（筋持久力）

長座体前屈

（柔軟性）

反復横跳び

（俊敏性）

５０m走

（走力）

立ち幅跳び

（跳力）

ソフトボール

投げ

（投力）

伊達小 全国平均

48.66 

58.68 

50.79 

41.72 

48.38 

48.62 

上体起こし

（筋持久力）

長座体前屈

（柔軟性）

反復横跳び

（俊敏性）

５０m走

（走力）

立ち幅跳び

（跳力）

ソフトボール

投げ

（投力）

伊達小 全国平均

50.21 

50.29 

42.14 

52.19 

51.50 

上体起こし

（筋持久力）

長座体前屈

（柔軟性）

反復横跳び

（俊敏性）

５０m走

（走力）

立ち幅跳び

（跳力）

ソフトボール

投げ

（投力）

伊達小 全国平均

47.30 

50.54 

46.27 

43.83 

48.82 

47.02 

上体起こし

（筋持久力）

長座体前屈

（柔軟性）

反復横跳び

（俊敏性）

５０m走

（走力）

立ち幅跳び

（跳力）

ソフトボール

投げ

（投力）

伊達小 全国平均



３年生男子                   ３年生女子             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４年生男子                   ４年生女子             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○握力～【筋力】筋肉が力を出す能力 

○上体起こし～【筋力・筋持久力】筋肉が力を出したり、筋肉が力を出し続けたりする能力 

○長座体前屈～【柔軟性】体を曲げたり、伸ばしたりする能力 

○反復横跳び～【俊敏性】体を素早く動かす能力 

○２０m シャトルラン【全身持久力】全身で運動を続ける能力 

○５０m 走～【走力】走る能力 

○立ち幅跳び～【跳力】遠くに跳ぶ能力 

○ソフトボール投げ～【投力】物を投げる能力 

41.48 49.76 

48.05 

47.25 

36.31 

43.81 

45.70 

握力

（筋力）

上体起こし

（筋持久力）

長座体前屈

（柔軟性）

反復横跳び

（俊敏性）

５０m走

（走力）

立ち幅跳び

（跳力）

ソフトボール

投げ

（投力）

伊達小 全国平均

42.07 

45.26 

46.34 

48.28 

42.70 

44.24 

45.79 

握力

（筋力）

上体起こし

（筋持久力）

長座体前屈

（柔軟性）

反復横跳び

（俊敏性）

５０m走

（走力）

立ち幅跳び

（跳力）

ソフトボール

投げ

（投力）

伊達小 全国平均

50.70 

47.14 

57.05 

51.50 

51.55 

47.66 

50.90 

46.96 

握力

（筋力）

上体起こし

（筋持久力）

長座体前屈

（柔軟性）

反復横跳び

（俊敏性）

20mシャトル

ラン（走力）

５０m走

（走力）

立ち幅跳び

（跳力）

ソフトボール

投げ

（投力）

伊達小 全国平均

48.14 

51.85 

54.74 

54.06 

50.91 

46.91 

50.31 

48.48 

握力

（筋力）

上体起こし

（筋持久力）

長座体前屈

（柔軟性）

反復横跳び

（俊敏性）

20mシャトル

ラン（走力）

５０m走

（走力）

立ち幅跳び

（跳力）

ソフトボール

投げ

（投力）

伊達小 全国平均



５年生男子                    ５年生女子            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６年生男子                    ６年生女子            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

50.51 

52.46 

57.01 

51.32 

53.02 

40.99 

54.46 

49.35 

握力

（筋力）

上体起こし

（筋持久力）

長座体前屈

（柔軟性）
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・上記のグラフより、全学年で走力、多くの学年で投力の得点が全国平均を大きく下回っており、本

校の大きな課題と考えられます。走力、投力については、フォームを意識した練習など、記録を伸

ばしていく方法を検討、実施していきます。  

・学年ごとの課題は以下の通りです。 

＜１年生＞筋持久力、俊敏性、走力  ＜２年生＞走力  ＜３年生＞走力、跳力、投力 

＜４年生＞走力、投力   ＜５年生＞走力    ＜６年生＞走力、投力 

・今年度は、体力チェックウィークやパワーアップチャレンジでのダンス、縄跳び発表会などの取組

を行い、体力向上につなげました。次年度も体育の時間を中心に、運動の機会を確保しながら、学

校全体で取組を継続して進め、児童の体力向上や健康に対する意識の向上につなげてまいります。 



Ⅷ 保健関係の状況（計測結果等）  

 

１．二計測（伊達小学校 二計測平均）～全国・全道平均との比較～ 

 身 長（cm） 体 重（kg） 

伊達小平均 全道平均 全国平均 伊達小平均 全道平均 全国平均 

１年 
男 116.3 116.9 116.7 21.1 22.0 21.7 

女 116.2 115.8 115.8 22.1 21.4 21.2 

２年 
男 122.5 122.7 122.6 25.0 25.0 24.5 

女 121.1 122.4 121.8 24.6 24.3 23.9 

３年 
男 127.9 128.8 128.3 27.4 28.8 27.8 

女 128.5 127.5 127.6 28.8 27.2 27.0 

４年 
男 133.3 134.5 133.8 31.8 32.5 31.3 

女 136.4 134.4 134.1 34.0 31.3 30.6 

５年 
男 140.2 139.5 13.93 36.4 36.4 35.1 

女 143.4 140.7 140.9 37.4 35.6 35.0 

６年 
男 147.7 146.6 145.9 43.9 40.7 39.6 

女 148.7 147.7 147.3 43.0 40.9 39.8 

※全国・全道平均は令和 3 年度統計 

※全国平均値は調査時期の影響が含まれている 

 

２．身長と体重のバランス（肥満度） 

 

0.9%

2.7%

0.0%

1.3%

4.2%

3.3%

2.1%

93.5%

86.5%

85.2%

85.3%

81.1%

79.3%

85.3%

2.8%

2.7%

4.9%

2.7%

7.4%

4.…

4.6%

2.8%

5.4%

7.4%

8.0%

5.3%

8.7%

6.1%

2.7%

2.5%

2.7%

2.…

4.3%

1.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１年

２年

３年

４年

５年

６年

全校

高度やせ やせ ふつう 軽度肥満 中等度肥満 高度肥満



３．歯科検診 

◎健全歯・処置完了歯・未処置歯保有の割合（学年別） 

 

 

 

４．視力検査 

◎１．０以上と０．９以下の割合（学年別） 
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５．保健室来室状況  

◎保健室来室人数の経年変化                        （人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎日本スポーツ振興センター災害給付者数 
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給付者数の推移

骨折(疑い含む) 捻挫 打撲 切創・挫創・裂創 その他

  Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２ R3 Ｒ4 

内科 653 712 942 756 634 842 792 463 433 743 

外科 569 625 883 832 935 1064 1072 642 661 921 

合計 1222 1337 1825 1588 1587 1906 1864 1105 1094 1654 

※感染症対策継続中。登校前、感染症を疑う症状がある場合は、登校を控えていただくように 

 お願いしている。 

●内科的来室について、登校後に体調不良で利用する児童は、「気持ち悪い」と訴える児童が 

 目立ち、腹部不快や胸部不快を感じている様子が伺われた。睡眠不足が原因で午前中の不調 

 が続き、早退する児童もいた。他、音に過敏な児童が一時避難に利用するケースもあった。 

●外科的来室について、低学年は擦過傷と打撲、学年が上がるにつれ受診を促す負傷が増え 

 ており、主な原因は他児との接触であった。 

●利用人数は、感染症対策前に戻りつつある傾向がみられる。 



Ⅸ 道徳アンケートにおける結果 令和４年１２月実施 

Ｒ４ 道徳アンケートから見える伊達小の子どもたちの傾向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・今年度重点としてきた「自尊感情」については、目標とする 90％を下回っており、来年

度も重点とする。道徳の授業を中心に、「自己を見つめ、自己のよさや考えに気付かせる」

場面や、「他者から肯定的に評価される」場面など、話し合いを通して自尊感情を高めて

いきたい。 

・同じく今年度重点としていた「地域や社会への興味・関心」の項目については、90％を目

標値としていたが、本年度は目標値を下回っているため、来年度も重点とする。来年度も

「だて学」を核に、各教科とも関わり合いながら、授業を行っていく必要がある。同時に、

地域の人材等も活用した授業づくりに積極的に検討していきたい。 

・本校の研修でもある日常授業の充実を図り、道徳の授業への肯定評価も目標とする 90％

を上回るようにしていきたい。 

令和４年度実施 令和３年度実施 



 


